
平成２２年度 袋井市予算の概要

一般会計の予算規模は ２９５億１ ０００万円で 前年度比５億３千万円 １.８、 ， 、 、

％増であるが 平成２２年度から 子ども手当 が創設され これまでの児童手当と比、 「 」 、

べ １０億２千万円増額となることから その分を差し引いた予算額は ２８４億９千、 、 、

万円で、前年度比４億９千万円、１.７％減となっている。

歳入は 内閣府が本年１月の月例経済報告において 景気は 持ち直してきている、 、「 、

が 自立性に乏しく 失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある とし、 、 。」

ており、雇用情勢の一層の悪化懸念やデフレの影響等先行きの不安要素も示されたと

ころである。

、 、 （ ）、このような中 本市の税収は 個人市民税を４１億２千万円 前年度比１２.０％減

法人市民税を８億２百万円 前年度比３３.３％減 市税全体では１３５億４千９百万（ ）、

円（前年度比９億円、６.２％減）と見込んだ。

また 譲与税や交付金については 地方財政計画や県の予算措置見込みに基づき算定、 、

をした。

また 地方交付税は 普通交付税は１３億円 前年度比１億円減 とし 普通交付税、 、 （ ） 、

からの振替分となる臨時財政対策債は１９億円（前年度比９億円増）を見込んだ。

また 市債は 臨時財政対策債１９億円を含んだ４８億３千万円 前年度比 ３.４、 、 （ 、

％増）とした。

このような財政状況の厳しい中であるが 平成２２年度は 事務事業の点検やワンス、 、

、 、 、テップアップ運動など行財政改革を実施し 効率的 効果的な行財政に引き続き努め

保健・医療・福祉・子育て・教育 の分野に特に重点を置くとともに 農を活かし「 」 、「

たまちづくり に取り組み 市内にある農の資源を活用した事業を推進し 農から生ま」 、 、

れる効用 心身の健康・いきがいなど を広く市民が享受し市民生活の充実をめざしま（ ）

す。

また ２２年度は市制施行５周年にあたることから ５月１６日(予定)にメロープラ、 、

ザにおいて５周年記念事業を挙行してまいります。

なお、重点施策における主要事業は次のとおりである。



平成２２年度 主要事業（抜粋）

【保健・医療】

〈拡〉妊婦健康診査助成事業 ８，５３０万円

〈拡〉特定不妊治療費助成事業 １，２００万円

〈拡〉救急医療委託業務 ２，１８０万円

〈拡〉袋井市民病院補助 ９億７，７００万円

〈拡〉掛川市・袋井市新病院建設事務組合負担金 ９，０４０万円

【福祉】

《新》児童デイサービス事業（早期療育） ２，４００万円

〈拡〉障害者介護給付事業 ３億８，０００万円

〈拡〉障害者訓練等給付事業 １億５，０００万円

〈拡〉生活保護扶助 ３億 ９００万円

〈拡〉在宅介護支援金【 】 １，１５０万円介護保険特別会計

《新》配食サービス事業【 】 １，２６０万円介護保険特別会計

【子育て】

《新》子ども手当 １７億２，０００万円

《新》(仮称)愛野幼保園施設整備費補助 ２億 ５５０万円

《新》認証保育所制度 １，９７０万円

《新》親子交流広場(メロープラザ内)事業 １，６００万円

〈拡〉乳幼児等医療費扶助 １億７，３００万円

【教育】 （総事業費 ２億 ５５０万円）

《新》袋井北小学校プール改築事業（H22～23） ８，２２０万円

《新》山名小学校校舎増築事業 ２，５３０万円

〈拡〉小・中学校特別支援学級等支援員 ２，４３０万円

〈拡〉幼稚園障害児等支援員 ３，１７０万円

【農を活かしたまちづくり】

《新》ふくろい特産物宣伝隊支援事業 １，０００万円

《新》全小学校への給茶器設置事業 ２，５００万円

《新》農を活かした授業づくり事業 ６０万円

《新》のびのび園庭グリーン事業 ４２０万円

〈拡〉市民農園整備事業補助 ４００万円

【その他】

《新》市制施行５周年記念関連事業 １，１８０万円

〈拡〉新エネルギー導入奨励金交付事業 １，７４０万円

〈拡〉余熱利用施設整備事業 １３億３，０００万円

〈拡〉エントランス広場(近藤記念館)整備事業 ２億 円


